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出雲キャンパスの沿革

1951年 島根県立看護学院

1995年 島根県立看護短期大学開設

2007年 公立大学法人島根県立大学短期大学部に再編

2012年 島根県立大学看護学部開設



3大学統合・法人化

看護学部設置

しまね看護交流センター

健康栄養学科移転
看護栄養学部

助産学別科設置

認定看護師養成

島根県立大学出雲キャンパスの過去～現在

博士前
期課程

しまね看護栄養
交流センター

大学院看護学研究科
修士課程開設

高度実践者
育成コース

研究者
育成コース

進化し続ける大学

博士後期課程開設



少子高齢化の深化

社会構造の劇的変容

人生100年時代の到来外国人材共生社会

過疎化の深化
異常気象

新型コロナ感染症

地域包括ケアの推進
地域課題

課題解決力を身
に着けたい

リーダーシップ
を求められる

ステップアップ
したい 現場を牽引する

立場になった

コーディネート
力が必要



看護学研究科を

• 県内に就職している皆さんがリカレント教育の場として

• 全国にいる皆さんが、高度実践者として地元に還れる還流創出の場と
して

活用してください！



皆さんの生涯学習を支えます
博士後期課程開設(3年)博士前期課程(2年)

研
究
者
養
成
コ
ー
ス

ウィメンズヘルス看護学領域

がん看護学領域

精神看護学領域

高齢者リハビリテーション看護学
領域

地域保健学領域

看護教育学領域

高
度
実
践
者

養
成
コ
ー
ス

助産学（助産師）領域

診療看護師（ＮＰ）プライマリケ
ア領域

看護学専攻



大学院修了者にどんなスキルが身につくのか

研究者養成コース
高度実践者養成コース

診療看護師領域 助産学領域
具
体
的
に
身
に
つ
く
ス
キ
ル

• 研究力を身につけ、現場の
課題解決に取り組んでいけ
る力

• 周囲を巻き込み、組織作り
ができるリーダーシップ能
力

• 他組織等との折衝・調整が
できるコーディネート力

• 看護管理能力
• 指導力

高いスキルとアセスメント力と
は
• 初期診断に必要な検査・処置

が提案できる
• 緊急時、点滴、酸素吸入、入

院など総合的に対応できる
• 日常時、継続的に特定の医行

為を含むケアを実施できる
• 終末時、患者・家族を含め全

人的にケアでき、必要時情報
通信機器(ICT)を利用した死亡
診断ができる

高いスキルとアセスメント力と
は
• 妊娠・出産・産褥期のハイリ

スク要因をアセスメントで
き、生活指導できる

• 合併症の予防、アセスメン
ト・ケア

• エコー検査など駆使し、エビ
デンスをもって妊娠継続を見
守ることができる

• 緊急時、移送、入院など判断
できる

修
了
者

看護管理能力やリーダーシッ
プ能力、看護職の指導的能力
を有するとともに、社会情勢
や看護政策にも関心をもった
人材

初期診断から看取りまで、人々
のあらゆる健康上の問題、疾病
に対し、総合的・継続的にそし
て全人的に対応できる能力を備
えた実践家

産科医の不在な地域でも安心・
安全に妊婦が生活できるようエ
コー検査など、高度なスキルと
アセスメント力をもって支援で
きる実践家



入学試験について



出願から入学まで

学士の学位

外国で学士相当
の学位

文部科学大臣の
指定した者

(平成元年文部省告示第１１８
号)

その他の学士の
学位と同等以上

の者

窓
口
教
員
と
相
談

小論文

面接

書類審査

入学試験

合
格

入
学

出
願
資
格
審
査



社会人に対する配慮

平日の昼夜間及び土曜日開講、集中講義など
を組み入れ学修しやすいよう配慮した時間割
を設定します。

職業を有している等の事情により、標準修業
年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教
育課程を履修し、修了できる制度です。希望
される場合は、事前にお問い合わせください。

夜間
開講

長期
履修
制度



奨学金制度



杉谷藤子大学院教育奨学金

• 島根県立看護短期大学の初代副学長であった杉
谷藤子様のご厚意による寄附金で、本学で看護学
を研究する大学院生のための奨学金制度を創設致
しました。

• 入学年度1回のみ1年分の授業料相当を給付致し
ます。



ここにしかない地域に密着した深い学び
ができるよう、病院から地域まで充実した研
究フィールドと教授陣を擁し、皆さまをお待ち
しています。


